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されてきた。松井氏の提案は，その意味で極めて示唆に富むものである。しかし，重要なの
は，どのような授業論や方法論に依拠するのであっても，教材となる問題自体が生徒にとって
身近で現実的かつ切実性のあるものでなければ「社会認識の深まり」も「生徒の主体的な関わ
り」もおぼつかない。松井氏の提案は，併せて，カリキュラム編成原理と授業構成原理を今一
度吟味して，単元の構造を更に整合性のあるものにしていく必要がある。
〔注〕
（１）二井氏は，「アメリカ帝国論」について，以下のように説明している。
 アメリカが冷戦後，特にその性格を強めているのが「ネオ・リアリズム」「ネオ・リベラリズム」「グ
ローバリズム」を基軸とした「世界」に対する準拠枠である。（中略）現在の世界はこの「ネオ・リ
アリズム」「ネオ・リベラリズム」「グローバリズム」を基軸とした「世界」に対する準拠枠によっ
て，アメリカを中心に政治（軍事）・経済・文化といったものが再構成され，他の地域はそれへの編
入が進行している状況にある。これに抗してアメリカに反発することはもはや国家には実質的に不
可能である。とすればこれに抗する主体は非国家組織にならざるを得ない。国家の枠を度外視した
非国家組織による抵抗・紛争である。（中略）このような世界の再編成の構造を，「アメリカ帝国論」
と呼ぶ。
（２）「参加型学習」は，開発教育やワールドスタディーズにおいて用いられる授業（学習）方法である。
 「参加型学習」に基づく授業実践には，ゲーム・フォトランゲージ・ウーリーシンキング・ロールプ
レイ・ディベート・シミュレーションなどの多様な学習方法が盛り込まれている。これらの学習方
法は，「社会事象への主体的な関与」や「価値を伴った思考・判断力の欠如の改善」，「具体的な活動
を通して思考するという発達上の特性を生かす」といった見地から有効であるとされ，最近注目を
浴びている。
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